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学びの場の風景：
幕末維新期の日本人の見た西洋社会と教育（1）
─初等教育における世界地理教育を中心に─

太　田　昭　子

1）　はじめに：全体的な問題の所在

　1858年に締結した日米修好通商条約批准のため，幕府の遣外使節団がアメ

リカに派遣された。福澤諭吉も随員の一人として参加した，万延元年の遣米使

節団である。その後，1860年代には幕府の遣外使節や留学生が様々な目的で

海外に派遣されるようになり，日本人が海外で直に現地の文物に触れることが

可能になった。つまり，外国から日本に入ってくる従来の異文化情報に加え，

1860年代以降は日本人が自ら海外へ出向いて現地から情報を持ち帰るという，

新たな流れが加わった訳である。もちろん，一般の人々が気軽に海外旅行でき

るようになった訳ではなく，幕末に海外渡航できたのは，ごく一握りの人々に

すぎなかった。それでも日本人が諸外国の文化に直に触れる機会が，限定的で

はあれ，公に認められるようになった1）のは大きな前進であり，新たな時代の

幕開けになったと言えるだろう。

　幕末には海外の情報が怒濤の勢いで入ってくるようになったが，その情報の

中から何を選択し，将来に活用すべきか，国の目指す方向性が定まっていない

状態にあった。しかし方向性が定まっていなかったことは，マイナス要素ばか

りだったとは言えまい。それが逆に，日本に適した政治体制，法律，軍隊，経

済システム，教育を真摯に模索する姿勢につながったとも言えるからである。

1860年代に海外渡航した日本人は，幕府派遣の使節団関係者や留学生，密航

留学者など，海外で「学ぶ」ことを目的とした人々が中心だった2）。幕府派遣

留学生の専攻分野はかなり多岐にわたっており3），情報をまんべんなく集めよ
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うとしていた幕府の姿勢がうかがわれる。日本は結果的に，約二世紀半に及ぶ

幕藩体制から近代天皇制国家へと大きく舵を切った訳だが，その試行錯誤の過

程で，幅広い分野の情報が集められ，その理解と咀嚼が試みられていた。その

中で，海外に渡航して海外事情に直に触れた日本人の果たした役割は，どのよ

うに評価できるだろうか。せっかく海外渡航する機会を得ながら，自らの見聞

を広げる機会を活かさなかった人々もいた4）とはいえ，幕末維新期に海外渡航

した日本人の大半は，視察や勉学などを通して得た情報や経験を，それぞれの

立場から，日本へ還元しようとしており，彼らが日本の近代化に果たした役割

は大きかったと考えて良いだろう。

　幕末維新期に日本の将来構想の青写真を描くにあたり，人々は様々な立場か

ら情報を集め日本の進路を模索した。その中で，通奏低音のように共通してい

た要素は何だったのか。その一つに教育を挙げることができるだろう。いわゆ

る知識人層に対する教育から市井の人々の教育に至るまで，その内容も形態も

様々だったが，教育こそ未来を担う人材養成の要であるとの認識は共通してい

たと言えよう。福澤諭吉や木戸孝允が教育の拡充が日本にとって急務であると

認識し，自らその任に当たったことは周知のとおりである。また，学校の教室

などにおける狭義の教育だけでなく，博物館・美術館や博覧会，娯楽やレジャー

などを通して見聞を広める行為も，民の啓蒙を図るという点において広義の教

育と考えるべきだろう。

　更に注目すべきなのは，西洋社会における教育のあり方が，19世紀半ばに

転換期を迎えていたことである。国により事情はそれぞれ異なったが，産業革

命の進展や近代国家統一などの流れの中で，産業社会の変容と連動して，教育

のあり方も大きく変化していた。つまり，幕末維新期に海外渡航した日本人

は，日本だけでなく，訪問相手国にとっても重要な転換期となっていた時期に

西洋諸国を訪れ，教育の諸相をつぶさに見聞したのである。無論，日本の教育

の整備において，海外渡航した日本人が持ち帰った情報の影響を過大評価する

のは慎むべきだろう。しかし，内外の情報を広く収集し日本の近代化への道を

模索していた時代に，日本人の海外渡航先においても，教育をめぐる環境が大

きく変化していたことの重要性を看過すべきではない。従って，海外渡航先に
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おける教育のあり方を丁寧に追うこと，そして細かな跡づけを踏まえ，全体像

を把握することは，極めて重要だと言えよう。

　様々な「学びの場」において，幕末維新期の日本人の見た海外の教育事情や

社会とはどのようなものだったのか，日本人がそこから何をどのように理解し

近代日本に反映させようとしたのか，そのプロセスにおける注目点は何だった

のか。その解明には，西洋諸国を訪れた日本人が「教育」の現場に向けたまな

ざしを，様々なレベルに分けて検討し，ケース・スタディーを積み重ねる必要

があるが，本稿は，その一つとして位置づけられる。

2）　民の啓蒙と 19世紀半ばの世界地理教育の位置づけ

　前述した問題意識の一環として，筆者は幕末維新期の初等教育，その中でも

殊に世界地理教育に注目し，調査を進めている。産業革命の進展，近代国家統

一などが進んでいた当時の西洋諸国において，国の知的基礎体力増強の一環と

して初等教育の拡充が重要視されるようになっていた。また，産業革命の進展

に伴う貿易拡大，国際間の競争激化，更には海外への版図拡大などが進む中

で，国民のいわば「国際感覚」を養うことも重要な意味を持つようになってき

た。しかし，当時の平均的な一般市民の大半にとって，外国は遠い存在であ

り，海外事情に疎くても，日常生活の中で痛痒を感じることは特になかった筈

である。そのような彼らの関心を海外にも向け，「国際感覚」を少しでも植え

付けるための有効な方策とは何だったのだろうか。それは，多くの人々が自分

の国に居ながらにして異国の文化に触れる機会を設け，国民の視野を広げるこ

とだった。具体的な方策の一つは，万国博覧会や産業博覧会などの活用であ

る5）。1851年にロンドンで開催され大成功を収めた万国博覧会を皮切りに，19

世紀後半には西洋諸国で万国博覧会や産業博覧会が開催されるようになった。

会場では各国が自国の先端産業の粋を披露する一方で，アジア・アフリカ諸国

をはじめ世界各地の文物が紹介され，会場を訪れた人々が海外の文化に触れる

ことができた。つまり，海外渡航する機会のない一般市民でも，博覧会場を訪

れれば，自分の国に居ながらにして海外の文物に触れ，楽しみながら視野を広
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げる絶好の機会を与えられたのである。一方，学校教育，殊に初等教育におい

てはどのような配慮がなされたのだろうか。当時の世界地理教育はどのような

ものだったのか。その拡充が，民を啓蒙する重要な役割を果たすようなことは

あったのだろうか。これが，19世紀半ばの初等教育における世界地理教育に

注目した理由である。本稿では，後者，つまり学校における世界地理教育を中

心に検討する。

　幕末維新期の日本の状況を，ここで概観しておこう。国際社会の荒波に放り

込まれた幕末維新期の日本では，1860年代半ばまで攘夷の嵐が吹き荒れてい

たが，1863年の薩英戦争や 1864年の下関戦争を経て攘夷の脅威が鎮静化する

につれ，海外に対する関心を公然と示すことや，海外渡航した人々が海外の最

新情報を公表することが可能になっていった。1866年に刊行された福澤諭吉

『西洋事情初篇』が大ベストセラーになったことは，このような新しい趨勢を

象徴していたと言えよう。明治時代に入ると，外国は更に身近に感じられる存

在となっていった。それでは，明治時代には全ての日本人が海外事情に精通す

るようになったのだろうか。確かに開港場周辺や主要都市部では，文明開化の

息吹が身近に感じられるようになったと考えて良いだろう。また新たな国家の

運営に携わる人々や知識人層の中には，積極的に海外情報や知識を学ぼうとす

る者が多かった。しかし，日本人の大多数は海外に赴く機会もなく，外国は遠

い存在だった筈で，外国事情について学びたいとどれほどの人々が切望したの

か，学ぶ機会がどれほど身近にあったのかについては，慎重に判断する必要が

あるだろう。このような状況から脱却し，国民の関心を世界に広げるために，

教育に新たな工夫が求められたが，それにいち早く着手したのが福澤諭吉だっ

た。

3）　福澤諭吉『世界国尽』と明治初期の初等教育

　知の偏在から遍在へ，と教育に力を注いだ福澤諭吉は，世界情勢にあかるい

国民の裾野を広げることが，ひいては国の基礎体力増強にもつながると考え，

そのための有効な方策を模索した。教育の重要性にいち早く注目していた福澤
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は，初等教育における世界地理教育に注目し，1869年に『世界国尽』を刊行

したのである。また，福澤は『世界国尽』の他に，『唐人往来』（1865），『西洋

旅案内』（1867），『条約十一国記』（1867），『掌中万国一覧』（1869）などの地理

関連書を発表しており，地理に言及したものも含めると，福澤の初期の著作に

は世界地理に関連したものが目立っている。明治初期の啓蒙運動において，海

外の地理風俗を紹介することは大きな意味を持つとされており，地理関係の啓

蒙書や教科書の出版も相次いだ6）が，『世界国尽』はその先駆的存在だったと

言えよう。

　そもそも江戸時代後期の日本では，海外事情を知る重要な情報源として，漢

籍の世界地理書が重要な役割を果たすようになっていた。18世紀後半頃から

西洋諸国の船が日本沿岸に接近する頻度が高くなり，更には 1840年代にア

ヘン戦争における中国の敗北が伝えられると，日本人の危機感が高まった。しか

し当時は，いわゆる鎖国政策により海外情勢を知る手だてが限られていたた

め，洋学者に限らず，儒学者も含む知識人層が漢籍の地理書を利用するように

なった。『海国図誌』『聯邦志略』『瀛
えい

環
かん

志畧』『地理全志』など，いわゆる「漢

訳西学書」に括られる世界地理書である7）。これらの多くは，単に諸国の面

積・地形・人口・気候などの，地誌的な情報を提供するだけでなく，国々の歴

史・産業・政治経済制度・文物・人種構成などを簡潔に記していた。つまりこ

れらの世界地理書を読めば，その国の過去と現在の概要がわかる仕組みになっ

ており，海外情報を得るのに，最も手っ取り早い，百科事典の性格を帯びてい

るのが特徴だった。だがこれらの書籍を繙く機会があったのは，知識人層の一

部と考えるのが妥当で，寺子屋で読み書き算盤を学んでいた子供たちの触れる

書物ではなかった。一方，江戸時代以降の寺子屋では，手習いの教科書に使わ

れた往来物の中に，たとえば東海道五十三次をたどるなど，擬似的な旅行を体

験しながら子供たちが地理を学ぶ様式が存在していた。『世界国尽』はこの両

者の長所を取り入れた形式になっている。百科辞書的な構成，挿絵満載でペー

ジをめくるのが楽しい紙面，旅行気分を味わえる形式，そして口ずさみやすい

七五調。子供たちが寺子屋で馴染んできた学習形式にのっとりながら，彼らが

教室に居ながらにして世界旅行の気分を味わいつつ世界各国の地理と歴史を学
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ぶ場を提供すること。それを通して自然に子供たちの視野を広げること。それ

が『世界国尽』を通して，福澤諭吉の目指したものであった。『世界国尽』の

旅は，日本を出発地として「亜細亜洲」から始まり，その冒頭には「圓き地球

のかよひ路は西の先にも西ありて，まはれば歸るもとの路」8）とある。地球が

丸いという認識自体，当時の子供たちには新鮮だった筈だが，彼らはその暗唱

を通して，難しい理屈抜きに世界一周の感覚を疑似体験できた訳である。自国

に居ながらにして異文化を知る機会を与えられ，楽しみながら知識を定着させ

ていく─これも異文化接触の一つの形だったと言えるだろう。

　『福澤全集緒言』の中で，福澤諭吉自ら執筆の動機を以下のように述べてい

る。

幾千百年來蟄居の人民が俄に國を開て世界に交らんとするには，先づ其世界の何物
にして何れの方角に位するやを知り，其地名を知り其遠近を知るは最も大切なるこ
とにして，…〈中略〉…兎に角に全國民をして世界を観ること日本國内を観ると同
様ならしめんと欲し，之に就ては江戸の各處に在る寺子屋の手本に，江戸方角又は
都路とて，府下東西南北の方角地名等を記し，東海道五十三驛の順序を五字七字の
口調もて面白く書綴り，兒童をして其手本の文字を手習すると共に其文句を暗誦し
て自然に地理を覺えしむるの慣行にして，江戸方角，都路と云へば江戸中の貴賤貧
富に拘らず每戸每人これを知らざる者なき程の次第なれば，余は之を見て獨り首肯
き，よしよし日本國中の老若男女をして世界の地理風俗を知ること江戸の方角地
名，東海道の五十三驛を暗誦するが如くならしめんとの一案を起し，俄に書林に就
て江戸方角，都路の版本を求め，幾度も之を熟讀暗誦して，乃ち其口調に倣ふて綴
りたるものは世界國盡なり9）。

　『世界国尽』が「俗文」で綴られているがゆえに，世間に軽視されることを

危惧した福澤諭吉は，「出來ることならば何か一策と考ふる中に，不圖思付き

たるは英文飜譯のことなり。國盡の本書に不似合なる難解の英文字を飜譯して

世間に示したらば，自から本書の重きを成すこともあらんか」10）と考え，その

凡例に「此書は世間にある飜譯書の風に異なれども，其實は皆，英吉利，亜米

利加にて開版したる地理書，歴史類を取集め，その内より肝要の處だけ通俗に

譯したるものにて，私の作意は毫も交へず」11）と記し，この書が翻訳書である
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点を強調した。実際に福澤が全く作意を交えなかったのかどうかについては，

稿を改め論じる予定だが，ここでは福澤が「英吉利，亜米利加にて開版したる

地理書，歴史類を取集め」と記している点に注目し，『世界国尽』執筆に際し，

「英吉利，亜米利加」のどのような文献に依拠したのかを検討したい。

　アメリカの文献については，福澤がMitchell’s New School Geography12），Cornell’s 

High School Geography（1866）などを用いたことが，アルバート・クレイグ氏や

源昌久氏の詳細な跡づけにより，既に明らかになっている13）。これらは 19世

紀にアメリカの学校で広く使われていた教科書だった。実は，幕末維新期に

コーネルの地理教科書に注目したのは福澤だけではなかった。1860年代前半に，

番書調所で教科書の一つとして使われており，その後も翻刻・翻訳され，明治

時代に用いられた地理教科書の底本として重要な役割を果たしている14）。周知

のように福澤は 1860年代に幕府遣外使節団随員として海外渡航した折に洋書

を購入したが，わけても 1867年の 3回目の渡米では精力的に書籍を渉猟し，

コーネルの地理教科書の版元でもあるアップルトン社を訪れ，教科書類を購入

した15）。福澤が仙台藩のために購入した地理関係書だけでも，Cornell’s 

companion Atlasを 33帖，Cornell’s Grammar school geographyを 15冊，Cornell’s High 

school Geographyを 4冊購入するなど，教科書として使えそうな書籍を大量に買

い求めたことがわかっている16）。

　アメリカでは，発展段階説の受容と連動するように，地理教科書において文

明段階説に沿った解説がなされるようになっていた。殊に 1830年代から 1870

年代には，文明の発展段階を記すのが標準的な特徴で，最も高度の段階は「文

明化された」あるいは「啓蒙された」と呼ばれ，地理教科書の巻頭または巻末

に文明段階説への言及がなされるのが通例となっていた17）。文明の発展段階の

一覧を記す形式は，1880年代以降すたれていったものの，国家や人種の相対

的な達成度を文明の水準と関連づける考え方そのものは，根底に残っていたと

いう18）。『西洋事情』『学問のすゝめ』『文明論之概略』などにおける福澤諭吉

の文明観と考え合わせると，彼がアメリカの地理教科書の記述に共感し，自身

の著作にその思想を反映させたと言えるだろう。

　それでは，福澤諭吉はどのようなイギリスの地理教科書を参照したのだろう
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か。彼が『福澤全集緒言』の中で「英吉利，亜米利加にて開版したる地理書，

歴史類を取集め」と記しているからには，イギリスの地理教科書類も参照した

筈で，『慶應義塾紀事』に「文久二年英國開版の物理書，地理書，學術韻府の

書に併せて経濟書一冊を得たり」19）と回想していることからも，福澤がイギリ

ス滞在中に地理書を入手したことは間違いない。しかし，福澤が『世界国尽』

執筆に際して参照したと考えられる文献類はアメリカで刊行されたものが中心

で，イギリスの地理教科書類の存在があまり鮮明に見えてこない。福澤諭吉の

所蔵本とわかっている洋書リストにイギリス系の地理書は一冊も含まれておら

ず20），『慶應義塾所蔵幕末伝来蘭・英書展示会目録と解説』に，海老名晋と伴

鉄太郎の旧蔵本として，Goldsmithの地理教科書が記載されている程度であ

る21）。福澤が 1860年代の三度の海外渡航で購入した書籍の全容は明らかに

なっていないため，所蔵リストにはない書籍を福澤が入手していた可能性は当

然あるし，福澤がイギリスの地理教科書類に否定的な見解を示した記録が残っ

ている訳でもない。だが，福澤の蔵書として残っている Cornell’s High School 

Geography（1868年版）の背表紙に慶應義塾のペンマークの刻印が押され，教科

書として重用されていた様子がうかがわれることなどを考え合わせると，初期

の慶應義塾の教育や福澤の執筆活動において，アメリカの地理教科書に重きが

置かれていたと考えて差支えないだろう。

　無論，福澤諭吉はイギリスで入手した情報全般を軽んじていた訳ではない。

彼が 1862年に遣欧使節団の随員として渡英した際，ロンドンで洋書を大量に

買い求めたことは，前述した『慶應義塾紀事』はもとより『福翁自伝』にも記

されている22）。また福澤は『窮理図解』（1868），『童蒙教草』（1872）など初期

の著作の執筆に際して，イギリスで刊行された書籍に依拠した23）。つまり，福

澤はイギリスで積極的に洋書を求めるなどの情報収集に当たり，そこで得た知

識をその後の執筆活動に活用していた訳である。また，福澤の初期の著作がス

コットランド啓蒙思想から強い影響を受けていたことも知られている24）。更に

付け加えるならば，福澤はロンドン滞在中にキングズ・コレッジを訪れる25）な

ど，教育機関の視察も行なっており，『西洋事情初篇』の「學校」の項で，見

学した龍動「キングスコルレージ」について紹介26）するなど，イギリスの教育
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に対して高い関心を示していた27）。それにもかかわらず，イギリスの地理教科

書を積極的に取り入れた形跡が明確に見出されないのは何故なのか。それは単

にイギリスの地理教科書の性質によるものなのか，あるいは当時のイギリスに

おける初等教育のあり方そのものと関わることなのだろうか。

　そこで次に，19世紀前半から，福澤諭吉らが訪れた 1860年代・70年代に至

るイギリスの教育（主として初等教育）のあり方並びに世界地理教育の位置づけ

と特徴を整理し，幕末維新期に相当する時期のイギリスで，子供たちがどのよ

うな教育環境に置かれていたのか，全体像を把握しておこう。その上で，更に

アメリカ・イギリス・日本の地理教育の位置づけ，地理教科書の特質を比較検

討していきたい。

4）19世紀半ばイギリスの初等教育と世界地理

4）─1．初等教育概観

　19世紀イギリスの学校教育の大きな特徴として，世紀半ばまで国家が基本

的に教育に関与せず，いわゆるエリート教育も民衆教育28）も私立の教育機関が

担っていたこと，どのような学校教育を受けられるかは，階級によって規定さ

れていた29）ことなどが挙げられる。スコットランド以外の地域では，「初等教

育（primary education）」という言葉が一般的に用いられるようになったのは 20

世紀初頭で，それ以前は，初等教育は労働者階級の児童の教育を，中等教育は

中流階級の教育を指すのが一般的な用法で，お互い区別されていた30）。一般民

衆の初等教育の運営にはキリスト教会が深く関わり，キリスト教団体による慈

善事業が中心的存在となっていた。Voluntarism（任意寄付制，「随意制，任意制」

とも訳される）や Charity（慈善），Philanthropy（博愛）などが当時の教育理念の

キーワードだったことからも，この傾向がうかがわれるだろう。18世紀末以

降，日曜学校（Sunday School）の数が増えて教育への貢献度が増す一方31），1811

年に国教会系の国民協会（National Society）が，1814年には非国教会系の内外学

校協会（British and Foreign School Society）が結成され，慈善の理念に基づく初等教

育の普及に尽力した。キリスト教団体を核とした教育には，イギリス国教会系
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と非国教会系の学校が対立する土壌を育むというマイナス面があったことも否

めない32）。全般的な傾向として，非国教会系学校では，古典文法を重視する国

教会系の学校に比べ，国語教育・自然科学教育が重視されていたとされる。だ

が労働者階級の児童に対する初等教育に関する限り，国教会・非国教会どちら

の学校も，子供たちがキリスト教道徳を通して目上の者への尊敬や国家秩序へ

の恭順を学び，3Rs（Reading, Writing, Arithmetic）と呼ばれる読み書き計算の基礎

学力を備えることに主眼を置いていた。両者の差が最も顕著に現れたのは，

1833年に発足した国庫助成制度における補助金の分配など，財政面などにお

ける両者の力関係だったと考えて良いだろう33）。

　産業革命の進展と共に労働者の移動が激しくなり，工場労働者の人口が工業

都市で激増するにつれ，教会が教区に住む児童の教育を受け持つシステムは次

第に機能しなくなった。劣悪な労働環境のもとで就労児童の多くは酷使されて

疾病も絶えず，19世紀前半の就労児童のうち学校に行けたのはごく一握り

だったとされている34）。深刻な状況が顕在化した 1830年代には，政府が教育に

関与しない状況が次第に許されなくなり，何らかの政策介入をする必要性に迫

られるようになった。言い換えれば，イギリスにおける公教育政策は労働政策

の一環として始まったとも言えるだろう。しかし政府の関与は決して積極的と

は言えず，任せられる所はできるだけ教会やキリスト教慈善団体，工場主（工

場内に学校を併設した工場主もいた）など「民間」に任せたいというスタンスが

保たれ，一貫性のある政策が打ち出されるには至らなかった。1833年の工場

法で就労児童に一日最低二時間は学校に出席することが義務づけられるなど，

一定の初等教育を施すことが定められたが35），同じ年に義務教育法案は否決さ

れ，1847年に制定された十時間工場労働法も，運用が工場経営者の裁量に任

されていたため，就労児童たちの就学状況は名ばかりに近いものであった。経

営者が工場内に併設した学校も数多く存在したが，それらの大半は，教育水準

などを云々する以前のレベルにあり，就労児童が勉強する場所というより体を

休め居眠りのできる場所に過ぎないというのが実態だった36）。このように，政

府が社会的弱者とも言える労働者の教育に熱意を持たなかった背景には，その

根幹にヴィクトリア朝の代表的理念の一つ，自助（Self-Help）の精神が作用し



 学びの場の風景：幕末維新期の日本人の見た西洋社会と教育（1）　53

ていたことは言うまでもない。1834年に施行された新救貧法（New Poor Law）

は，救貧院（workhouse）においてのみ貧民救済を行なうと制定したが，その劣

悪な環境からもうかがわれるように，救貧院は弱者救済を念頭に置いておら

ず，自助努力の精神に入所者が目覚めることを促そうとする機関だった。失業

（unemployment）という概念が定着したのは 19世紀末近くで，それまでは失業

者はもちろん，非熟練労働者（unskilled workers）が惨めな生活を強いられるのも

ある程度致し方ないという考え方が根底にあった。惨めな境遇から脱したけれ

ば，技術を身につけ，自助努力すべきだ，というのがその理念だったが，肝心

の教育内容が就労児童の知識や技術向上を手助けする水準に達していなかった

のが実情である。

　19世紀半ば以降，イギリス政府はようやく体系的な教育政策に本格的に着

手した。その背景には，アメリカやドイツなど産業革命の後発国の追い上げを

受け，労働者の基礎学力や基礎体力水準の低さが産業面の国際競争力低下につ

ながっている現状に対する危機感が高まったこと，殊に 1867年の第二次選挙

法改正以降，政財界が民衆教育の政治的意義に注目するようになったことなど

が挙げられる37）。1870年の教育法（通称 Forster’s Education Act）により公立小学

校が制定されたが，経済的に困窮していた家庭の親たちが子供を学校に通わせ

ることに消極的だったため，1876年の教育法で改めて小学校の義務教育化が

定められた。日本では 1872（明治五）年 8月に学制頒布が行なわれたことを考

えると，イギリスにおける教育政策の整備は明らかに遅かったことがわかるだ

ろう38）。幕末維新期に日本人が訪れた当時のイギリスは，教育政策の整備も国

民皆学の意識形成もまだ途上の時期にあったのである。しかもこのようによう

やく整い始めた公立の学校教育においても，Self-Helpの精神と 3Rsが教育の柱

である状況に大きな変化はなかった。

　一方，上昇志向の強かった産業資本家たちがこぞって子弟をパブリックス

クールで学ばせようとして第二次パブリックスクール・ブームが勃興したの

も 19世紀半ばだった。これは，人口としては少数のエリートたちの教育が，19

世紀後半以降も私立の教育機関に委ねられていたことを意味している。それに

対し，後発の公立校の多くが主として労働者階級の児童にも教育を授けるため
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に設置されたものだったため，「私立はエリートのため／公立は労働者階級の

ため」という暗黙の内の階級的線引き・ランクづけが行なわれるようになり，

これが 20世紀以降も尾を引くことになった39）。いわゆるエリート教育と公教

育の内容や教育環境に差があること自体は，19世紀においてはどの国でも多

かれ少なかれ見出される傾向だったと考えられる。だが，イギリスの場合，公

教育の整備に政府が非介入あるいは消極的だった期間の長かったことが，教育

行政の整備のみならず教育内容にも影響を及ぼしたのは否めない。学齢期の児

童全般に対する教育制度・政策の整備が本格的に進められるようになったの

が，先進産業国家としての拡充期ではなく，後発国の追い上げを意識し始める

など陰りの見え始めた 19世紀半ば以降だった点は，アメリカやドイツなどと

対照的だったと言えるだろう。

4）─2．初等教育の諸相─教室とカリキュラム

　それでは，19世紀半ばのイギリスにおける学校教育のカリキュラム構成や

教育内容にはどのような特徴があったのだろうか。本稿ではエリート教育より

も，教育機会の広がりつつあった労働者階級の児童が受けた初等教育を中心に

検討する。

　子供たちの多くが通った教室の風景とは，具体的にどのようなものだったの

だろうか。ここに掲げた図版 1は 1840年に刊行された Samuel Wilderspin, A 

System for the Education of the Young所収の挿絵で，地理の授業を描いたものであ

る40）。ウィルダースピン（1791─1866）は，ロバート・オーウェンの提唱した教

育理念に共感して全国に広めようと努め，19世紀前半の児童教育のパイオニ

アとして活躍した教育家で，多くの著書も残している41）。ここで，図版を通し

て見えてくる，イギリスの初等教育をめぐる環境を探ってみよう。

　まず目を引くのが，教室に収容されている児童数の多さと教室の形状だろ

う。19世紀半ばのパブリックスクールでは，廊下に沿って比較的少人数を収

容する教室が並んでいたのに対し，労働者階級の児童を対象とした小学校の教

室は大部屋が基本で，必要に応じカーテンで仕切る仕組みになっている教室も

あった。この図版でも児童が「ギャラリー」と呼ばれるひな壇にすし詰め状態
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で座り授業を受けている。これは 1840年頃の教室を描いたものだが，19世紀

末になっても，ギャラリー形式は健在だった42）。児童からも教師からも見晴ら

しのきく階段教室は，大勢の生徒が一斉に授業を受けるのに適していたが，少

人数制のこまやかな授業は望むべくもなく，集中力を持続させることが大人よ

り難しいとされる子供の教育に適切だったとは言い難いだろう。教室での一斉

授業の形式は，日本でも 1872年の学制頒布以来，問答法と共に多くの学校に

導入されたが43），イギリスのようなすし詰めの「ギャラリー」教室が初等教育

で定着することはなかったようである。

　図版 1に描かれた教室では，一人の児童が大きな掛図をポインタで指してい

る。教師が大きな身振りで話しており，活発そうな生徒が数名，席から立ち上

がり，身を乗り出すようにして発言している。掛図は極めて便利な教具とし

て，19世紀イギリスやアメリカの学校で活用されていた。日本でも明治初期

から掛図は幅広く導入され，地理だけでなく理科（動植物や人体図），読み書き

（五十音図，伊呂波図），計算（九九表），歴史，修身など様々な教科での活用が奨

励されていた44）。児童一人一人に教科書を配布することが難しかった時代に，

洋の東西を問わず掛図が盛んに用いられたのは，当然の成り行きとも言えるだ

図版 1
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ろう。

　だが，ここで気になるのが，掛図の前に立つ生徒の存在である。明治期の教

室風景を描いた図像には，このような生徒は登場せず，教師が掛図を指し示し

ながら説明する姿が描かれている。また，図版の生徒と教師の表情を見る限

り，この生徒がプレゼンテーションを行なっているようにも見えない。実は，

この図版には著者のウィルダースピンによる 2ページ弱の解説が付記されてお

り，その中でこの児童の役割も明らかにされている。ウィルダースピンは，ギャ

ラリー形式の大教室で授業を進める際の心得として，活発で知識のある生徒

に発言が偏らないための工夫などをいくつか提案した。彼は更に続けて，多く

の学校で生徒たちに質問役と回答役が事前に割り振られ，彼らが丸暗記したこ

とを鸚鵡返しに言っているだけなのに，さも問題意識も知識も豊富であるかの

ような印象を視察者に与えているからくりを指摘した。この著書の刊行前年か

ら，補助金監査のため政府に任命された視学官（school inspectors）が，イングラン

ドとウェールズの学校を視察するようになっていたのである45）。ウィルダース

ピンは，大切なのは詰め込みによる丸暗記ではなく物事に対して子供たちの真

実の深い関心を抱かせることだと説き，そのためには，教師は助教生（monitor 

pupil）とギャラリーに座る生徒たちの媒介役に，助教生は掛図を指し示す役目

に徹し，生徒たちの関心を引き出すことに腐心するよう促したのである46）。つ

まり，図版の児童が担っていたのは，助教あるいは助教生と訳される monitor 

（monitor pupil）という役割だった。

　助教制度（monitorial system）は，考案者の名前をとりグレアム＋ベル制度とも

呼ばれ，19世紀前半のイギリス初等教育において大教室の一斉授業を支える

鍵となるシステムとなっていた。既に述べたように，イギリスの特に都市部で

は，初等教育を受ける児童の数が急増し，教師の数がそれに追いつかない事態

が発生していた。そのために考え出されたのが，助教制度だったのである。年

長の生徒を教師の代役に立て，徹底した分業体制を採用することによって一度

に大量の児童を教えることが可能になった。しかしこの制度は発足当初から，

授業が機械的な反復練習と詰め込みを主体としており，教育の質が概して低い

ことなどへの批判が高く47），1846年以降は見習い教師（pupil teachers）制度に
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取って代わられた。この新制度は，13歳以上の生徒が 5年間，中等教育を受け

る傍ら訓練を受けて見習い教師になるもので，彼らには見習い教師として経験

を積んだ後に奨学生試験を受け教員養成機関に進学する道も開かれた48）。つま

り単なる教員不足を補う助教制度から教員人材育成を視野に入れた制度へと，

初等教育を担う教育者の裾野が広げられたのである。見習い教師たちは，いわ

ゆる 3Rs（読み書き計算）のみならず，地理・歴史・宗教・歌唱などの科目も教

えるなど，彼らの年齢には過重とも言える仕事をこなすことが求められた。見

習い教師たちの養成に，実際どれほどの水準の教育がなされていたかは疑問視

されており，大人数の生徒たちに機械的な反復練習や詰め込み教育を施す旧来

の教授法から，なかなか脱却できなかったとも言われている49）。しかし，教育

の実態がどのようなレベルであったとしても，1840年代後半に，地理・歴

史・音楽などを教えることに目が向けられるようになっていたことは注目に値

するだろう。

　助教生であろうと見習い教師であろうと，年下の児童たちの教師役を務める

には教授法を学ぶ必要があったことは言うまでもない。図版 2は，図版 1と同

じくウィルダースピンの著書に掲載された挿絵で，地理の教師が助教生たちに

口頭で教授法を教える様子が描かれている。解説の中でウィルダースピンは，

地球儀を使って地球の丸さを，船の模型や汽車の模型を地図と組み合わせて航

路や鉄路を教えるなど，様々な模型を活用しながら地理・自然科学・産業など

を複合的に教えられるために，助教生が最低週 1回は教師から教授法の指導を

受けるべきだと述べている50）。しかし，これが多くの学校で実践されていたか

どうかは別の問題だった。

　前述したように，児童教育のパイオニアともいえる存在だったウィルダース

ピンは，教育者としての豊富な経験を通して教育現場で改善すべき点を把握し

ていた。その上で彼が示した提言は，教育現場の環境をある程度踏まえたもの

であり，現実的なものだったと言えるだろう。彼は，たとえば大人数の児童を

少数の教師が教える現状を真っ向から否定せず，その環境の中で何をどのよう

に改善できるか提案を試みた。従って，著書の中の図版には現実と理想が混在

しており，図版に描かれた全ての要素が当時の教育現場で見られた訳ではな
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かった点に留意すべきだろう。たとえば，図版 1の教室では，ウィルダースピン

の提唱するように助教生が地図を指す役に徹しているが，実際には助教制度が

教師と児童との人間的接触を阻害し教育を形式主義に陥らせたとしばしば批判

されていた51）。図版 1の教室では授業後に巻き取って収納できる可動式の地図

が用いられ，壁上部に大判の世界地図らしきものが掛けられているが，これは

かなり恵まれた設備だったと言えそうだ。教室の一隅にはピアノが置かれ，音

楽の授業が行なわれていることを示唆している。しかしこれが初等教育で積極

的に実践されるようになったのは 19世紀後半で，1840年代にはまだ充分普及

してはいなかったようだ52）。児童に地理を教える学校自体まだ多くはなく，図

版 1が地理の授業だったことにも著者のメッセージが込められていたと考えら

れる。また既に述べたように，図版 2に描かれているような研修教育を助教生

に施していた学校も多くはなかった。

　ウィルダースピンの教育思想の中でもう一つ注目すべき点は，彼が児童の教

育科目に地理を取り入れ，そこに総合学習の要素を盛り込むよう提唱したこと

である。著書 A System for the Education of the Youngの中でも彼は地理教育にかな

りの紙幅を割き，子供たちに地理を教える際の工夫として，様々な道具を使っ

図版 2
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て関心を抱かせること，世界各地に生息する生物の生態や世界各国の風習や文

化を紹介しヨーロッパと比較させること，各国の偉人たちを紹介し美徳や悪徳

が何かを考えさせることなどを挙げている。また子供たちが飽きないように，

質問を促したり実験を取り入れたり，晴天なら校庭に出て地面に地図を描きな

がら学習させたりすると良いし，子供たちが地名などを歌いながら覚えること

も提案した。そして子供たちがわくわくしながら学ぶと記憶が定着し，知識も

自ずから増え視野も広がるものだと説いたのである53）。ウィルダースピンはこ

のように，地理を単に知識を学ぶ科目としてではなく，自然科学・歴史・道徳

などの分野と結びつけて幅広い視野を養う教科と位置づけ，子供たちの学習意

欲を高めるような教育方法も提案した。このような教育理念が尊重され，イギ

リスの初等教育の主流となっていれば，福澤諭吉をはじめ，幕末維新期にイギ

リスを訪れた日本人は大いに影響を受けたことだろう。しかし，19世紀イギ

リスの初等教育の主流は，異なる軌跡をたどることとなった。

　それでは，幕末維新期と重なる 1850年代から 70年代にかけてのイギリス初

等教育の主流とはどのようなものだったのだろうか。それを象徴するキーワー

ド，1862年の改正教育令（Revised Code），出来高払い制度（payment by results），視

学官（school inspectors）などに沿って概観してみよう。前述したように，イギリ

ス政府は 1833年から国庫助成制度を開始していたが，発足当初，年間 2万

ポンドに過ぎなかった補助金は，学校数の増加などと共に増加の一途をたどり，

国家予算を圧迫するまでに膨れ上がっていた54）。そのため，調査委員会（The 

Newcastle Commission）が 1858年に設置されて初等教育学校の実態調査が行なわ

れ，その結果，1862年の改正教育令により，補助金配分の原理として「出来

高払い制」が導入された。「出来高」とは視学官が全国の学校の児童に課した

3Rsの学力試験の結果であり，その出来に応じて学校に支給する補助金額が配

分されることになったのである。学力試験導入によって配分基準を合理化し，

国庫の負担も減少させることが狙いであった55）。読み方・書き方・計算の各科

目には，それぞれ 6段階の達成基準が細かく設けられ，児童の成績も 6段階で

評価された。各教科について出題された 3問中 2問に正解しないと合格できな

かったという56）。
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　「出来高」制度に対しては当時から賛否両論があり57），能力主義に基づく国

庫助成の配分に改められた点，児童の 3Rsの基礎学力が底上げされ，カリキュ

ラムが標準化された点などは，評価されている。その反面，学力試験で成果を

上げることが学校や教師の死活問題になり，3Rs偏重の詰め込み教育が主流に

なるなどの弊害があったのは否めない。また初等教育が義務教育化される前の

時代に児童の安定した出席率を期待するのが困難だったにもかかわらず，教師

たちは詳細な出席記録をつけるよう求められた。その内容も補助金査定に反映

され，厳しい状況に追い込まれた教育現場も少なくなかったという58）。多人数

の生徒に，試験に備えた反復練習と頻繁な模擬試験を課し，「正解」をひたす

ら丸暗記する教育には，生徒の学習意欲や問題意識を高める要素は乏しかった

と言えよう。成績を上げることが至上命題となった教育の現場では，新たな教

育方法を試す余裕などなかったようである。また，1840年代から 50年代によ

うやく多様化しつつあったカリキュラムも，旧来の 3Rs偏重に戻ってしまっ

た。1867年からは特別科目（specific subjects）が設けられ，歴史や地理なども新

たに補助金対象に加えられるようになったが，詰め込み教育が主流では，丸暗

記科目の数が増えただけという皮肉な結果につながったとの批判が専らだっ

た59）。福澤諭吉をはじめ幕末維新期の日本人が訪れた当時，イギリスの置かれ

ていた初等教育の状況は，以上のようなものであった。

　1860年代に至るイギリスの初等教育のカリキュラムと地理教育の占めた位

置の変遷を通して，3Rsと呼ばれる基礎科目が重視され，地理教育が概して傍

系に置かれていたことが明らかになってきた。しかし，江戸時代の寺子屋で

も，いわゆる読み書き算盤が重んじられるなど，読み書き計算は洋の東西を問

わず，子供の教育の核となっており，基礎学力の向上を初等教育の第一歩と位

置づけること自体は，イギリスに限った現象ではなかったと言えるだろう。ま

た，この考え方は，21世紀の現代でも基本的に大きく変わってはいない筈で

ある。問題はその教え方になる訳だが，19世紀イギリスにおける教授法に

様々な課題があったことは否めない。しかし，イギリスの初等教育の評価を下

すことが本稿の趣旨ではないので，地理教育に焦点を絞って議論を先に進めよ

う。
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4）─3．地理教科書の特徴概観

　既に明らかにしたように，日常生活の中で海外との接点がない児童の関心を

海外にも向け視野を広げる必要性が認識されていたにもかかわらず，19世紀

イギリスの初等教育において，地理は傍系に追いやられていた。しかしカリ

キュラム面で「出来高制度」などの影響を受けなかった，中・上流階級の子弟に

対する教育においても，事情はあまり変わらず，古典学重視の傾向が続き，地

理や歴史などの導入は比較的遅かった60）。イギリスが海外に版図を拡大してい

た 19世紀半ばにあって，このような傾向が見られたことはやや意外ではある

が，帝国運営の正当化に地理教育が一役買うようになったのは，19世紀末以

降のことである61）。これに対し，アメリカでは，東海岸と開拓途上の西部との

間に大きな差があったとはいえ，総じて建国後の早い段階からアメリカの歴史

と地理の教育に力が入れられていた。それは，ナショナル・アイデンティティー

の確立，ウェスタン・フロンティア開拓の正当化などの必要性が，歴史・地理

教育と結びついたからだと言えよう62）。

　19世紀イギリスで刊行された地理教科書類を繙くと，いくつか興味深い特

徴が見えてくる。その一つが，中等教育以上のレベルの地理教育が初等教育レ

ベルの地理教育の延長上に位置づけられていなかったと考えられる点である。

中等教育以上の地理教科書の中では，ゴールドスミスの地理教科書シリーズが

代表格で，1803年に刊行63）されてから，半世紀以上にわたり改訂版や新版が

出版され続けた。詳細な地図や挿絵がふんだんに盛り込まれ，問答形式にとら

われない記述形式で綴られた解説文には，各国の面積・地形・人口・気候など

の地理情報だけでなく，歴史・産業・政治経済制度・宗教・人種構成なども記

されていた。世界各国の地誌が幅広く網羅され，文化論への言及がなされるな

どの要素は，『世界国尽』をはじめ，幕末明治初期に日本で流布した地理書と

共通するものだったと言えよう。第 3章で触れたように，慶應義塾で「地理書

並雑書素読」担当だった海老名晋64）がゴールドスミスの地理教科書を所蔵して

いたのも，おそらく彼がそれを慶應義塾の授業で使ったからではないかと推察

される。しかしこれらの地理教科書の内容はかなり高度で，幼い子供が読みこ
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なせるレベルのものではなかった。

　それでは 19世紀イギリスの初等教育における地理教科書にはどのような傾

向が見られたのだろうか。低年齢の児童用の地理教科書が刊本として広く流布

するようになったのは，カリキュラムの多様化が軌道に乗り始めた 1880年代

以降で，それ以前の教科書で実際に閲覧できるものは多くはない。しかし 19

世紀前半から半ばにかけて刊行された教師用マニュアル本も併せると，初等教

育レベルの地理教授法が総じて問答形式を中心に構成されていたことがうかが

われる65）。それらの文面や構成から連想されるのは，視学官の口頭試問に備え

て生徒たちがひたすら鸚鵡返しに問いに答える，想定問答練習の光景なのであ

る。詰め込まれていた情報は地理的なデータで，地球の形状などの記述は含ま

れていたが，地理を学ぶことを通して地球上の営みの全体像が見えてくる構成

にはなっていなかった。少なくともそこに，子供が興味を抱くような，血の通っ

た温かみが乏しいという印象は否めない。無味乾燥とした内容の丸暗記か

ら，子供たちが見知らぬ国々に思いを馳せて関心や視野を広げるのは難しかっ

ただろうと容易に想像できる。1862年の改正教育令により主流となった詰め

込み主義が，子供たちの地理教育に影を落としていた様子が，初等教育用の地

理教科書類から浮かび上がってくると言えそうだ。

　19世紀イギリスの中等教育以上の地理も初等教育における地理も，一見す

ると同じようにカリキュラム全体の中では傍系に置かれていた。しかし，前者

の内容が生徒の啓発を念頭に置いていたのに対し，後者はあくまで詰め込み中

心の初等教育の一環として位置づけられていたことは，これまでの考察から明

らかになったとおりである。19世紀イギリスでは，初等教育の延長線上に中

等教育があったのではなく，別々の軌道上を歩むものと捉えられていたが66），

地理教育のあり方にもその一端が現れていたと言えよう。これに対して，アメ

リカの教育における初等教育と中等教育のつながりはどのようなものだったの

だろうか。アメリカでは，系統立てて初等・中等教育の内容を組み立てる努力

が早い段階からなされていたのだろうか。教育の近代化を急務としていた幕末

維新期以降の日本に与えた影響を考える上で，詳しく検討すべき課題の一つだ

ろう。日本の場合，小学校設立ひとつを取り上げても，そのプロセスは複雑で
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多岐にわたっており67），近世から近代への連続性，初等教育から中等教育への

連続性，どちらも直線的だったとは言い難い。そのような全体的枠組みを踏ま

えつつ，子供たちの目を世界に向ける上で地理教育の果たした役割，殊に福澤

諭吉の地理教育理念に対する評価などを，地理教科書類のより詳細なテクスト

分析と併せて，次稿の第 5章以下で論じていきたい。

小括

　幕末維新期に海外渡航した日本人が，どのような問題意識を抱いて情報収集

と咀嚼を行ない，持ち帰った情報が日本社会とどのように関わっていったの

か，日常生活の中で外国と接点のない市井の人々もが世界に目を向ける意味は

どれほど重要視され，どのような工夫がなされたのか。これらの疑問を解明す

べく，本稿は，幕末維新期の教育，その中でも地理教育を考察の中心に据え

た。開国後，急ピッチで近代化を図る必要性に迫られていた日本にとって，日

本を取り巻く国際環境を国民に知らしめることは重要な意味を持ち，わけても

初等教育レベルで子供たちの視野を広げる意義が大きいと考えられていたが，

渡航先の西洋諸国で教育に求められた役割や問題意識の所在などが必ずしも日

本と同じでなかったことは，本稿で明らかにしたとおりである。

　第 5章以下については稿を改め，福澤諭吉『世界国尽』を中心に，日・米・

英の地理教科書を取り上げてテクストを分析し，主として初等教育において地

理教育の果たした役割と『世界国尽』の意義などの議論を更に掘り下げて展開

する予定である。日本人が求めていた情報と入手し得た情報のバランスも併せ

て検討し，子供たちの世界認識を高めるツールとして日・英・米の地理教育が

それぞれ果たした役割と，日本人が新しい情報を収集・咀嚼・伝播した過程を

明らかにしていきたい。

注

1）日本人の海外渡航と帰国が禁じられていた，いわゆる「鎖国」時代においても，
暴風雨や海流の急変などにより遭難・漂流し，異国の地へたどり着いた日本人はい
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たが，海外渡航の経緯が 1860年代とは全く異なるものであった。
2）海外渡航した者の中には大道芸人などもいたが，人数としては少数派だった。密
航留学者には，長州藩・薩摩藩の密航留学生や，新島襄などのように個人的に海外
渡航した者などがいた。

3）石附実『近代日本の海外留学史』（中央公論社，1992年）など。
4）福澤諭吉は『福翁自伝』の中で，情報収集に熱心な福澤や松木弘安（のちの寺嶋
宗則）たち使節団随員が現地の人々と接触することを警戒し阻もうとした目付け役
の態度を揶揄している（福澤諭吉『福翁自伝』慶應義塾大学出版会，2009年，160─
161頁）。また，『米欧回覧実記』の編纂者，久米邦武は回顧録の中で，海外事情
に詳しい随員と保守的な儒学系の随員達の軋轢が岩倉使節団内にあったと記してい
る（久米邦武『久米博士九十年回顧録』早稲田大学出版部，1934年，181─188

頁）。
5）万国博覧会や産業博覧会の効用については，吉見俊哉『博覧会の政治学』（中央公
論社，1992年）など優れた先行研究があるが，広義での「教育」と絡めた視点か
ら稿を改めて論じたい。また，自然科学・歴史などの知識普及のため，博物館や動
物園などもこの時期に盛んに設けられた。

6）海後宗臣ほか編『教科書にみる近現代日本の教育』（東京書籍，1999年），38頁。
7）『海国図誌』はマレーの『世界地理大全』をベースに，中国の魏源が編纂した地理
書。『聯邦志略』『瀛

えい

環
かん

志畧』『地理全志』なども西洋人が編纂した漢文の地理書
だった。これらの翻刻だけでなく，『坤輿図識』（1845）のように，日本人の洋学者，
箕作省吾が様々な文献を参照し最新情報を編纂した世界地理書も誕生した。

8）福澤諭吉『世界国尽』（『福澤諭吉全集』第 2巻，岩波書店，1959年），592頁。
9）福澤諭吉『福澤全集緒言』（『福澤諭吉全集』第 1巻，岩波書店，1958年），37頁。
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